
 

 

令和６年度 笠松町一般廃棄物処理実施計画 

 

 この計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第６条

第１項により定めるものとする。 

 

１ 事業年度 令和６年度（令和６年４月１日から令和７年３月３１日） 

 

２ 一般廃棄物の排出状況 

１） 計画処理区域      笠松町全域 

２） 排出量 

区 分 排出量 

ご み ６，７７６トン/年 

し 尿   ３３９キロリットル/年 

浄化槽汚泥 ３，９２６キロリットル/年 

 

３ 処理主体 

１） ごみの処理主体 

区分 ごみの種類 収集運搬 処理・処分 

生活系 
可燃ごみ 

町（委託） 

自己搬入 

選別、資源化、圧縮、 

梱包、破砕、メタン発酵、 

焼却、埋立：民間 

粗大ごみ 

町（委託） 

自己搬入又は 

戸別回収 

不燃ごみ 町（委託） 

カン（アルミ缶・スチール缶・スプ

レー缶） 

町（委託） 

拠点回収 

ビン（無色透明・茶色・その他） 

ペットボトル 

プラスチック製容器包装 

乾電池・蛍光管等 

古紙類等（紙製容器包装含む） 
町（委託） 

緑ごみ 

小型家電 

拠点回収 小型充電式電池 

インクカートリッジ 

事業系 
可燃ごみ 

民間（許可） 

自己搬入 

メタン発酵、焼却、 

埋立：民間 

粗大ごみ 
民間（許可） 

 

選別、破砕、焼却、 

埋立：民間 

不燃ごみ 民間（許可） 
選別、破砕、 

埋立：民間 

発泡スチロール 民間（許可） 圧縮減容（資源化）：民間 

笠松競馬場から発生する馬ふん 自己搬入 堆肥化、埋立：民間 

生ごみ 民間（許可） 飼料化 

 



 

 

２） し尿等の処理主体 

区 分 収集運搬 処理・処分 

し尿 民間（許可） 
笠松町 

浄化槽汚泥 民間（許可） 

 

４ ごみの処理計画 

１） ごみの排出抑制・再資源化計画 

排

出

抑

制

の 

方

法 

家庭系の可燃ごみ及び不燃ごみの有料指定ごみ袋制により、住民のごみ減量の動機付け、

環境意識の醸成を促進し、ごみの排出を抑制する。 

家庭系粗大ごみに対して、従量制の処理手数料を徴収することにより、ごみの排出を抑

制する。 

カン、ビン、ペットボトル、プラスチック製容器包装、蛍光管、乾電池の分別収集を町

内全域で実施し、再資源化することによりごみの排出を抑制する。 

生ごみ処理機やダンボールコンポスト等の購入に対して助成を行い生ごみの減量化及び

資源の再利用化を促進する。 

古紙類等の分別収集を町内全域で実施し、再資源化することによりごみの排出を抑制す

る。また、ＰＴＡや住民団体による新聞紙や雑誌等の古紙の資源集団回収の奨励によりご

みの排出を抑制する。 

事業系可燃ごみに対して、１０キログラムまでごとに１１０円を処理手数料として徴収

することにより、ごみの排出を抑制する。 

事業系の不燃ごみ及び粗大ごみに対して、１０キログラムまでごとに２００円を処理手

数料として徴収することにより、ごみの排出を抑制する。 

再

資

源

化

の

方

法

及

び

量 

 カン、ビン、ペットボトル、プラスチック製容器包装の分別収集を町内全域で実施し、

再資源化する。カンについては資源集団回収も奨励する。 

カン回収予定量 ３４トン/年、ビン回収予定量 ９５トン/年、 

ペットボトル回収予定量 ６０トン/年 

プラスチック製容器包装回収予定量 ９５トン/年 

容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進に関する法律に基づき回収したビン、ペッ

トボトル、プラスチック製容器包装は、指定法人で再資源化する。 

 町内３箇所の資源ごみ回収所で、資源ごみを回収する。 

 緑ごみを週３回、町内で回収所を開設し、再資源化する。 

 緑ごみ回収予定量   ２４５トン/年 

 古紙類等（紙製容器包装含む）は、分別収集を町内全域で実施し、再資源化する。 

また、古紙の資源集団回収の奨励及び事業者による民間再資源業者への搬入を促進し、

再資源化する。 

古紙類等回収予定量 １２３トン/年、資源集団回収予定量 １２６トン/年 

小型家電（携帯電話等）は公共施設での拠点回収や処理主体業者により選別及び認定事

業者が宅配便で回収し、使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（平成２４

年法律第５７号）に基づくリサイクル認定事業者により再資源化する。 

小型家電回収予定量 ４７トン/年 

インクカートリッジは公共施設で拠点回収し、インクカートリッジ里帰りプロジェクト

により、再資源化する。 

使用済みインクカートリッジ回収予定量 ０．１トン/年 

 

 

 



 

 

２） 廃棄物の収集・運搬計画 

①家庭系ごみの収集・運搬計画     

◎ステーション方式 

◎拠点回収方式 

種  類 廃棄物の量 収集運搬及び処理主体 収集回数 

プラスチック製 

容器包装 
８６ﾄﾝ/年 

松南㈱ 

（財）日本容器包装リサイクル協会 
月 2回 

新聞 ５６ﾄﾝ/年 

グリーンリメイク㈱ 月１回 

雑誌（雑紙） １７ﾄﾝ/年 

ダンボール １６ﾄﾝ/年 

牛乳パック ３ﾄﾝ/年 

古着・古布 ６ﾄﾝ/年 

紙製容器包装 ２５ﾄﾝ/年 

アルミ缶 ９ﾄﾝ/年 

㈲内田商会 月１回 スチール缶 １３ﾄﾝ/年 

ｽﾌﾟﾚｰ缶・ｶｾｯﾄﾎﾞﾝﾍﾞ １ﾄﾝ/年 

無色透明ビン ３９ﾄﾝ/年 
㈲内田商会 

（財）日本容器包装リサイクル協会 
月１回 茶色ビン ２９ﾄﾝ/年 

その他ビン １１ﾄﾝ/年 

ペットボトル ５３ﾄﾝ/年 
㈲内田商会 

（財）日本容器包装リサイクル協会 
月１回 

乾電池 ８ﾄﾝ/年 ㈲内田商会、イー・ステージ㈱ 月１回 

蛍光管等  ４ﾄﾝ/年 ㈲内田商会、イー・ステージ㈱ 月１回 

可燃ごみ ３，１８０ﾄﾝ/年 
㈱高島衛生、㈱野々村商店、三重中央

開発㈱、イー・ステージ㈱、㈱ミダック 
週２回 

不燃ごみ ６４ﾄﾝ/年 
㈲内田商会 

三重中央開発㈱ 
月 1回 

小型家電 ４６ﾄﾝ/年 
㈲内田商会 

㈱アビヅ 

処理主体業者

による選別 

種  類 廃棄物の量 処理主体 収集回数 

粗大ごみ 
１２０ﾄﾝ/年 ㈲内田商会、㈱野々村商店、 

三重中央開発㈱、㈱ミダック 

自己搬入(月６日

間）又は 

戸別回収(平日) 

プラスチック製容器包装 ９ﾄﾝ/年 
㈲内田商会 

（財）日本容器包装リサイクル協会 

随時 

(3か所設置) 

アルミ缶 ４ﾄﾝ/年 

㈲内田商会 
随時 

(3か所設置) 
スチール缶 ６ﾄﾝ/年 

スプレー缶、カセットボンベ １ﾄﾝ/年 

無色透明ビン ６ﾄﾝ/年 
㈲内田商会 

（財）日本容器包装リサイクル協会 

随時 

(3か所設置) 
茶色ビン ６ﾄﾝ/年 

その他ビン ４ﾄﾝ/年 

ペットボトル ７ﾄﾝ/年 
㈲内田商会 

（財）日本容器包装リサイクル協会 

随時 

(3か所設置) 



 

 

 

乾電池 １ﾄﾝ/年 
㈲内田商会 

イー・ステージ㈱ 

随時 

(3か所設置) 

蛍光管 １ﾄﾝ/年 
㈲内田商会 

イー・ステージ㈱ 

随時 

(3か所設置) 

緑ごみ ２４５ﾄﾝ/年 
㈲内田商会、㈱高島衛生、 

濃尾第一生コン㈱ 

週３回 

(3か所) 

小型家電（携帯電話等） ０．８ﾄﾝ/年 ㈱アビヅ 
随時 

(１か所設置) 

小型充電式電池 ０．１ﾄﾝ/年 （一社）JBRC 
随時 

(5か所設置) 

インクカートリッジ ０．１ﾄﾝ/年 里帰りプロジェクト 
随時 

(5か所設置) 

 

②事業系ごみの収集運搬・処分計画 

種  類 排出量及び処理量 収集運搬・処理主体 処分方法 

可燃ごみ ２，１２０ﾄﾝ/年 

㈱高島衛生、㈱野々村商店 

㈲内田商会、三重中央開発㈱、

イー・ステージ㈱、㈱ミダック 

焼却処分後埋立又

は一部資源化 

粗大ごみ ７３ﾄﾝ/年 

㈱高島衛生、㈲内田商会、 

㈱野々村商店、三重中央開発㈱、

㈱ミダック 

破砕・選別後中間

処理施設で焼却処

分後埋立又は一部

資源化 

不燃ごみ ７ﾄﾝ/年 
㈱高島衛生、㈲内田商会、 

㈱野々村商店、三重中央開発㈱ 

破砕・選別後、埋

立又は一部資源化 

発泡スチロール ５ﾄﾝ/年 ㈱高島衛生 
圧縮減容処理（資

源化） 

笠松競馬場から 

発生する馬ふ

ん、敷材等 

３５０ﾄﾝ/年 
岐阜地方競馬組合、㈱高島衛生、

大栄環境㈱、三重中央開発㈱ 
堆肥化、埋立 

生ごみ １８ﾄﾝ/年 ㈱野々村商店、㈱橋本 飼料化 

 

３） 中間処理計画 

◎処理施設の概要 

三重中央開発㈱ 

処理方式 ロータリーキルン・ストーカ炉       処理能力  ６０４ｔ／日 

 所 在 地 三重県伊賀市予野字鉢屋４７１３ 

 イー・ステージ㈱ 

 処理方式 ロータリーキルン・ストーカ炉       処理能力  １１０ｔ／日 

 所 在 地 長野県佐久市小田井５００番地 

㈱ミダック 

 処理方式 ロータリーキルン炉・ストーカー炉合併型  処理能力１０８．９ｔ／日 

 所 在 地 静岡県富士宮市山宮字棚坂３５０７番２０ 

 



 

 

 

４） 最終処分計画 

◎最終処分の概要 

 下記の者に焼却残渣等の処分（埋立処分又は再資源化）業務を委託する。 

名 称 所在地 施設名 施設所在地 

三重中央開発㈱ 三重県伊賀市予野字鉢屋

４７１３ 

三重中央開発㈱ 三重県伊賀市予野字鉢屋 

４７１３ 

ツネイシカムテ

ックス㈱ 

広島県福山市沼隅町大字

常石１０８３ 

ツネイシカムテ

ックス㈱ 

埼玉県大野郡寄居町大字三

ケ山２５０－１ 

㈱南都興産 奈良県御所市蛇穴 

４６０－１ 

㈱南都興産 奈良県御所市重阪３２９ 

他１２ 

 

５） 住民に対する広報・啓発活動 

①ごみ処理減量啓発 

 「資源とごみのカレンダー」、「家庭ごみハンドブック」、「広報かさまつ」及びホー

ムページ等にて、出し方のマナーの徹底や廃棄物の排出抑制と再資源化の推進について周

知する。また、各小中学校に３Ｒ促進ポスターコンクールへの参加を依頼することにより、

生徒たちのごみ問題への意識啓発を行う。 

②資源集団回収奨励金制度 

 ＰＴＡや住民団体が集団で回収する古紙類、古着・古布及びカンを対象に回収量に応じ

た奨励金を交付する。 

③生ごみの減量促進 

 生ごみの減量を図るため、生ごみ処理機やダンボールコンポスト等を設置する住民に補

助金を交付し、家庭から出る生ごみの減量を促進する。 

 

６） 笠松町一般廃棄物処理基本計画の取組み 

 一般廃棄物の減量・再生利用の促進等を目的として、ごみの資源化・発生抑制及び再使

用の取組みを促進するため、廃棄物減量等推進審議会・廃棄物減量等推進員・町内会・住

民・行政が協働して、ごみの減量・資源化の促進についての施策を実施し資源循環型のま

ちを達成する。 

 

７） 事業者の責務 

 資源化可能なものは極力回収し、ごみの有効利用を図るとともに修理及び整備の体制を

確立し、安易なごみの排出を抑制するよう努めなければならない。 

 流通過程においては、過剰包装の抑制等ごみとなるものを極力排出しないシステムを確

立するよう努めなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

５ し尿等の処理計画 

し尿等の生活排水は下水道事業供用開始区域では公共下水道、供用開始区域外では、合

併処理浄化槽により処理することを基本とする。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ５.４.１現在 

 

し尿及び浄化槽汚泥は、次のとおり処理する。 

 

１） 収集・運搬計画 

種 類 収集運搬業者 収集回数 収集方法 

し 尿 

松南㈱ 

随 時 
バキューム式収集運搬車

による個別方式 

浄化槽汚泥 年１回以上 
バキューム式収集運搬車

による個別方式 

 

２） 処理計画 

◎処理施設の概要 

管 理 主 体 岐阜羽島衛生施設組合 

施 設 名 称 岐阜羽島衛生施設組合し尿処理施設 

所 在 地 岐阜市境川５丁目１４７番地 

施設整備年度 昭和５４年度～昭和５５年度 

供 用 開 始 日 昭和５６年度 

処 理 規 模 １００KＬ／日 

処 理 方 式 改造型脱窒素処理 

放 流 先 境川 

 

３） 収集・運搬する車両 

収集運搬業者 名 称 規 格 台数 

松南㈱ バキューム車 

２.０ｔ車 ２台 

３.０ｔ車 ２台 

４.０ｔ車 ３台 

 

４） 搬入される廃棄物の量 

 搬 入 者 種 別 搬入予定量 

松南㈱ 
し尿 ３３９KＬ 

浄化槽汚泥 ３，９２６KＬ 

 

種 類 計画人口 

非 水 洗 化 １，１６４人 

浄 化 槽 ３，３０７人 

公共下水道 １７，４８５人 

合 計 ２１，９５６人 


